
紹

介

た
五
時
か
ら
掲
り
著
者
の
捜
い
て
賃
現
し
な
か
つ
六
こ
の
史
料
集
が
、
今

出
版
さ
れ
て
一
儲
に
好
評
な
以
て
迎
へ
ら
れ
て
る
る
と
い
ふ
の
も
こ
の
蟹

田
卯
の
傾
向
に
伽
伐
A
ロ
す
る
も
の
で
あ
ら
・
り
O
更
に
い
へ
ば
そ
れ
に
ら
へ
正
∴
一
一

年
に
成
り
し
繭
井
縣
吏
の
史
料
集
と
い
ふ
だ
け
で
に
な
く
、
こ
の
史
料
集

に
よ
つ
て
薪
し
い
編
曲
縣
史
が
願
み
ら
れ
る
と
い
ふ
意
湿
た
持
つ
も
の
で

あ
ら
う
。
（
型
鋼
、
本
文
八
四
五
頁
、
圃
版
四
十
二
葉
、
三
秀
証
獲
行
、

定
心
九
圓
V
〔
瀟
尾
〕

㊥
春
日
紳
胤
文
書

比
良

　
去
昭
和
三
年
の
春
始
め
て
公
刊
ぜ
ら
れ
六
か
日
榊
祉
丈
書
の
第
…
巻
ぱ

蕾
に
そ
の
髄
富
菰
る
内
容
に
於
て
の
み
で
な
く
、
そ
の
整
備
ぜ
ろ
編
纂
燈

例
に
於
て
、
正
に
こ
の
種
の
辻
三
中
の
白
眉
と
稚
ゼ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
糞
。
殊
に
そ
の
真
鯉
に
人
名
地
名
件
名
等
の
詳
細
な
索
引
な
附
…
し
六
こ

と
ば
、
大
蘇
本
二
丈
書
の
編
纂
に
断
て
さ
へ
も
未
だ
能
く
な
し
得
な
か
つ

六
と
こ
ろ
、
そ
の
勢
苦
と
そ
の
親
切
と
ほ
永
く
研
究
看
の
感
謝
を
受
く
る

に
値
す
う
も
の
で
あ
っ
六
が
、
こ
の
度
同
じ
綿
密
の
用
意
な
以
て
編
纂
ぜ

ら
れ
糞
綾
編
が
前
巻
の
公
刊
以
後
五
年
に
し
て
漸
く
雌
版
ぜ
ら
れ
る
に
至

つ
ナ
P
o
晶
肘
巷
に
牧
め
ら
れ
▽
ナ
エ
ハ
…
臼
幾
…
遍
り
丈
益
田
に
二
軸
に
早
く
｝
度
帥
融
肌
に

於
て
整
理
ぜ
ら
れ
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
に
憎
し
、
こ
の
度
の
も
の
ほ
多

く
反
古
同
様
に
笹
底
に
藏
ぜ
ら
れ
て
る
六
も
の
と
い
へ
ば
、
そ
の
整
理
と

原
稿
口
薬
の
苦
心
ば
前
巻
に
倍
す
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
Q
併
し
そ

れ
だ
け
に
ま
六
、
そ
の
内
容
ば
こ
の
度
始
め
て
世
に
紹
介
ぜ
ら
ろ
・
わ
け

で
本
書
公
刊
の
意
義
に
前
勝
よ
り
も
一
暦
大
き
い
と
も
い
ひ
え
よ
う
、
殊

に
範
n
牧
帥
臓
で
あ
’
つ
六
正
口
製
貌
家
た
仏
憎
め
現
糖
編
枇
家
に
傳
へ
ら
れ
糞
丈
書
の

第
十
九
巻
　
第
二
號
　
　
闘
0
0

絹
傘
て
載
恒
心
ら
れ
ぬ
こ
と
ほ
最
も
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
ε
。

　
今
就
中
注
意
す
べ
・
量
も
の
二
三
た
畢
ぐ
れ
ば
、
興
瀟
皇
継
會
の
議
に
よ

っ
て
春
日
野
峯
道
の
爾
側
に
植
う
べ
・
き
柳
櫻
各
一
本
な
塔
頭
諸
院
に
課
し

た
建
長
式
年
の
請
定
、
同
じ
く
衆
會
の
議
に
基
く
廻
廊
修
造
石
競
に
形
木

経
藏
石
の
各
支
配
淀
文
の
如
告
に
、
そ
の
曝
柄
の
些
末
な
る
に
も
か
、
」
に

ら
す
三
昧
あ
る
丈
書
で
あ
り
、
ま
乗
近
世
能
樂
三
座
が
そ
の
本
糠
な
江
戸

に
藩
さ
ん
と
し
六
前
後
、
憩
事
の
闘
怠
た
憂
へ
て
、
し
き
り
に
之
た
止
め

ん
と
－
し
六
興
颪
寺
五
師
役
者
連
署
の
奉
行
所
宛
口
上
書
の
如
き
、
他
に
吏

料
乏
し
き
こ
の
方
爾
の
研
究
に
稗
劃
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
あ
ら
う
。
而

し
て
若
し
酸
頒
の
写
象
や
そ
の
諸
職
そ
の
他
一
般
玉
璽
経
年
史
的
吏
科
に

至
っ
て
に
も
と
よ
り
一
々
枚
畢
ぜ
ら
る
べ
く
も
な
い
。
本
書
中
に
現
ほ
れ

る
蕪
園
の
み
を
列
縦
し
て
も
三
百
の
蝕
に
上
ろ
で
あ
ら
う
。
正
眞
院
家
薦

藏
の
も
の
・
中
で
は
搬
瀧
埜
水
西
牧
に
逸
す
る
後
白
河
院
近
衛
藁
通
及
源

義
経
等
の
瀕
海
滋
池
討
使
兵
士
兵
釈
電
停
止
に
就
て
の
丈
書
が
最
も
珍
し

い
・
も
の
で
あ
る
O
（
鳥
笛
数
七
百
九
十
七
ハ
菊
鋼
予
十
九
頁
）
圓
絞
十
六
、

索
引
六
十
ご
頁
、
東
京
上
田
泰
文
堂
早
行
、
定
便
．
未
詳
）
〔
柴
田
〕

醗
世
外
井
上
公
傳

五
巻

　
世
外
非
上
馨
侯
に
關
し
て
に
、
明
治
四
＋
年
、
国
原
郵
亭
氏
に
よ
つ
て

「
井
上
伯
傳
」
編
ま
れ
、
大
正
十
年
、
澤
田
章
氏
編
に
か
、
る
「
世
外
侯

事
歴
維
新
財
政
談
」
が
公
刊
ゼ
ら
れ
た
。
併
し
、
前
者
に
明
治
戊
辰
の
役

の
噂
を
以
て
筆
た
即
き
、
世
外
侯
眞
の
活
躍
期
な
る
明
治
以
後
為
映
き
、

轡
の
名
付
け
ら
れ
顧
る
と
こ
ろ
と
、
其
内
容
甚
だ
し
き
隔
り
為
有
し
、
僅

か
伊
ト
、
侯
が
蘇
繭
氷
期
に
晶
於
て
既
に
後
年
雄
～
飛
す
べ
き
申
職
質
を
現
は
し
始
め

（　178　）



六
こ
と
、
鍵
の
坐
歌
聖
悪
し
測
る
駄
化
政
策
の
萌
芽
あ
る
こ
と
等
た
窺

に
し
め
る
に
過
ぎ
す
、
後
者
も
講
話
表
題
に
示
さ
れ
糞
如
く
、
熊
谷
直
之
、

三
二
兵
衡
、
澁
澤
榮
一
、
佐
伯
惟
馨
、
井
上
馨
等
財
界
の
互
星
の
談
話
た

牧
録
し
れ
も
の
、
財
致
家
と
し
て
の
侯
の
一
面
た
興
昧
深
く
昧
ほ
し
め
う

に
止
り
、
来
だ
根
本
的
更
料
と
な
し
難
い
う
ら
み
が
あ
っ
歪
。

今
圓
、
阪
谷
芳
郎
男
爵
代
表
者
と
す
る
盤
上
馨
侯
像
認
編
纂
會
の
上
梓

公
刊
し
☆
「
世
外
非
上
嘉
暦
」
に
「
井
上
伯
傳
」
に
載
ぜ
ら
れ
ざ
り
し
明
治

以
後
の
事
蹟
た
細
叙
し
て
前
書
の
不
備
た
補
ひ
、
財
政
家
、
政
治
家
、
外
交

家
と
し
て
の
侯
の
止
活
の
粂
貌
た
描
い
て
、
前
記
「
財
政
下
し
に
於
て
術
知

り
得
ざ
り
し
侯
の
多
弼
的
活
円
躍
の
’
領
野
な
相
即
へ
ん
と
し
乳
も
の
で
、
屯
の
る
。

編
纂
に
あ
六
っ
て
、
主
と
し
て
井
上
侯
爵
家
．
伊
藤
論
題
家
所
藏
書
類
な

経
と
し
、
諸
家
並
び
に
諸
宮
省
所
藏
書
類
及
び
刊
行
書
な
緯
と
し
、
正
確

整
備
詳
略
既
種
の
傳
記
と
し
て
優
秀
な
る
も
◎
鑓
一
に
属
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ト
　
き

　
十
二
篇
よ
噸
な
り
、
家
系
及
び
修
養
蒔
代
、
勤
王
驚
動
隠
々
悔
維
新
参

政
暗
代
（
そ
の
一
）
の
三
編
な
第
一
巻
に
、
維
薪
参
政
月
代
（
そ
の
二
）
、

三
見
経
三
白
代
の
二
編
た
第
二
巻
に
、
勢
落
蓋
卿
噂
代
、
外
務
大
臣
時
代

の
二
篇
を
第
三
谷
に
、
農
商
務
大
臣
及
び
在
野
暗
代
、
内
務
大
臣
及
び
在
野

時
代
、
大
藏
大
臣
及
び
在
野
時
代
の
三
編
を
第
四
谷
に
牧
め
，
第
五
巻
に

に
元
老
時
代
、
麗
去
及
び
逸
事
の
爾
篇
た
記
す
こ
と
に
比
定
ゼ
ら
れ
て
あ

る
。
入
＋
年
の
侯
の
生
涯
が
殆
ん
ど
公
人
と
し
て
維
ぜ
ら
れ
表
こ
と
、
就

中
明
治
初
期
三
内
整
頓
昧
代
に
大
藏
省
に
於
て
、
明
漕
中
甥
國
力
焚
三
期

に
外
務
省
に
於
て
大
政
に
参
鍵
し
穴
こ
と
に
、
本
書
た
し
て
世
外
公
傳
に

終
ら
し
め
す
、
明
治
側
弼
史
、
否
、
朋
治
正
史
六
ら
し
め
て
み
ろ
。
第
一
、

細

介

萱
野
頭
に
載
ぜ
ら
れ
敦
家
系
、
年
講
、
各
巻
二
二
に
繍
入
せ
ら
れ
六
る
爲

眞
版
に
、
本
文
と
相
照
寒
し
て
井
上
侯
の
公
私
生
活
の
全
匝
た
幾
多
の
角

度
か
ら
照
明
し
、
明
治
韓
紅
吏
、
明
治
史
研
究
者
た
稗
降
す
う
と
こ
ろ
鯉

な
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
Q

　
本
書
ほ
侯
の
線
故
者
の
企
に
よ
り
編
纂
し
、
勝
之
助
未
亡
人
、
栗
野
旗

一
郎
、
蒲
田
敬
義
、
野
縛
廣
太
、
電
算
義
雄
諸
氏
の
校
閲
た
経
、
其
修
訂

た
三
星
穴
」
め
ト
「
公
の
眞
貫
目
と
事
蹟
の
乳
癌
と
な
傳
へ
る
こ
と
に
努

め
、
公
正
な
態
度
為
以
て
記
述
し
、
徒
ら
に
潤
飾
奄
事
と
し
曲
筆
舞
丈
塑

弄
す
ろ
こ
と
」
に
な
い
が
、
侯
と
三
井
、
三
菱
と
の
．
關
係
採
未
だ
充
分
其

U
呉
相
な
究
め
敦
と
儲
μ
考
へ
難
い
O

　
井
上
侯
愚
考
へ
す
・
し
て
三
井
の
配
管
な
思
ふ
こ
と
能
に
す
、
三
井
の
盛

大
た
考
慮
ゼ
す
し
て
明
泊
更
を
理
解
し
得
な
い
事
・
實
ぽ
、
井
上
侯
た
明
治

史
上
に
躍
鋤
ゼ
し
め
る
こ
と
た
藁
蓑
す
ろ
本
書
が
黙
黙
に
關
し
説
く
と
こ

ろ
少
な
き
た
遣
憾
六
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。
既
刊
三
巻
存
閲
讃
し
糞
現
在

に
於
て
に
、
読
方
颪
に
留
意
し
六
節
二
の
世
外
井
上
公
傍
、
或
に
三
井
家

に
逸
す
る
詳
細
な
歴
史
存
更
に
要
め
六
い
念
願
た
一
掃
す
る
こ
と
が
禺
來

な
い
。

第
五
巻
逸
話
編
に
或
に
其
鋏
の
幾
分
か
に
灘
ほ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
腰

し
そ
れ
ほ
恐
ら
く
如
上
の
渦
准
醤
す
う
に
足
ら
な
い
だ
ら
う
。
致
て
望
蜀

の
心
な
逓
べ
て
紹
介
の
跡
た
止
め
ろ
G
（
東
京
、
内
外
書
籍
橡
式
會
馳
、

奄
五
巻
定
餌
似
各
通
…
六
圓
）

　
　
⑳
日
本
憲
政
成
立
史
　
　
　
　
　
　
鈴
木
安
目
著

　
明
治
の
歴
史
た
形
成
す
ろ
大
い
な
る
流
れ
と
し
て
、
中
央
集
襟
的
統
一

第
十
九
巻
　
第
二
號
　
　
四
〇
一
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畜γン

脳、

介

國
家
痂
勝
成
へ
の
凱
力
力
、
轟
滅
猛
風
政
治
へ
の
珊
遇
進
、
國
幽
除
甲
声
地
位
向
上
の
素
ト
め

の
諸
活
勤
の
三
者
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
西
歓
懸
物
軍
用
に
よ
っ
て
隊

ワ
駈
期
の
目
朗
に
到
逮
し
、
今
日
の
日
本
為
形
造
っ
て
み
る
、
、
と
も
一
般

に
承
認
ゼ
ら
れ
ろ
見
方
で
あ
る
が
、
明
浩
新
政
廠
成
立
の
諸
條
件
が
こ
れ

等
三
大
更
潮
に
一
定
の
方
向
た
興
へ
て
る
ろ
こ
と
も
亦
否
み
難
い
事
實
と

叫胃

ﾙ
隷
け
れ
．
ば
な
ら
ぬ
。
醸
し
て
上
蓮
の
三
つ
の
白
目
れ
に
斑
ハ
へ
ら
れ
Σ
ム
　
・

定
の
方
向
ほ
、
即
ち
封
建
的
諸
勢
力
の
根
強
き
残
存
に
依
撮
す
う
と
、
、
う

が
多
い
。
構
立
憲
政
漁
開
始
に
箆
る
ま
で
の
事
情
た
観
か
ん
と
ず
る
も
の

に
、
從
っ
て
こ
の
事
に
出
繍
を
留
…
め
る
べ
吾
・
で
あ
る
。

然
る
に
從
前
述
憲
法
剃
定
の
歴
史
的
研
究
ほ
数
多
く
公
刊
ゼ
ら
れ
糞
に

も
拘
ら
す
、
そ
の
園
圃
す
う
と
こ
ろ
ほ
箪
な
ろ
制
度
愛
藩
の
叙
蓮
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
立
憲
思
想
の
系
統
の
考
誰
浮
出
で
す
、
明
治
敷
蔚
の
木
質
究
明

或
ほ
鮭
會
長
坐
史
的
研
究
な
等
閑
に
附
し
穴
う
ら
み
が
あ
っ
☆
。
鈴
木
安

尊
書
の
近
業
二
本
憲
政
筆
立
史
に
、
こ
れ
導
燈
前
の
研
究
と
異
り
、
廣
く

明
治
更
の
流
れ
と
の
關
係
な
説
く
も
の
で
あ
っ
て
、
其
黙
吾
人
の
喜
び
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
。

　
本
書
が
、
憲
法
思
想
の
繭
芽
獲
展
、
憲
法
制
定
議
會
㈱
設
の
単
動
の
展

開
、
憲
法
諸
理
論
の
軍
立
、
憲
法
棚
定
以
後
の
憲
法
聞
係
諸
事
項
の
推
移

l
i
・
そ
の
制
度
、
二
丈
解
羅
等
々
の
攣
蓬
i
－
白
癩
前
の
も
の
と
ほ
ダ
同

様
の
問
題
た
取
扱
ひ
乍
ら
、
吾
々
に
新
．
鮮
味
為
感
ぜ
し
め
ろ
所
以
匡
、
企
一

当
と
し
て
の
政
湧
的
獲
展
の
見
地
愚
見
失
ふ
こ
と
な
く
、
こ
れ
等
の
特
殊

的
歴
史
紅
蓮
た
試
か
糞
こ
と
、
香
葉
た
換
ふ
れ
ば
磯
倉
経
説
史
的
方
法
に

櫨
っ
て
我
國
憲
政
．
成
立
の
知
的
分
析
を
意
虚
し
索
、
、
と
に
他
な
ら
な
い
。

第
十
九
巻
　
第
一
一
號
　
　
四
〇
二

　
疵
方
法
に
よ
つ
て
論
賑
す
ろ
著
考
ほ
更
に
二
つ
の
勲
に
留
意
し
こ
れ
が

本
書
の
第
二
の
特
色
為
な
し
て
み
る
。
そ
の
第
一
ほ
、
從
前
の
諸
親
の
再

軽
陳
に
基
き
新
瘡
に
猫
自
の
意
見
た
提
出
し
、
祈
謂
定
説
な
批
判
す
ろ
態

度
と
し
て
、
そ
の
第
二
に
從
來
或
低
忘
却
さ
れ
、
或
は
夕
星
に
閑
却
さ
れ

て
來
六
資
料
を
ひ
ろ
く
紹
介
す
る
態
度
と
し
て
現
寸
れ
て
る
う
り

　
第
一
の
態
度
ぽ
、
五
ケ
條
の
御
誓
丈
の
「
條
「
廣
く
倉
議
葎
興
し
萬
機

公
弘
醐
に
決
す
べ
し
」
並
に
政
直
書
恥
以
て
脚
猛
牛
開
一
設
の
一
思
向
の
最
初
の
あ

ら
に
れ
と
な
す
俗
説
、
町
治
七
年
の
民
選
議
長
設
立
建
白
を
も
つ
て
自
由

民
構
運
鋤
の
火
蓋
た
切
れ
る
も
の
と
也
る
定
説
な
排
し
、
廣
い
意
昧
に
お

い
て
民
問
か
ら
國
群
議
會
の
瀕
設
な
要
求
遡
る
も
の
、
始
め
た
、
明
治
二

年
幕
臣
其
他
薩
藩
士
等
の
建
自
に
求
め
、
七
年
の
民
選
議
長
設
立
建
白
の

本
質
た
政
府
内
部
の
反
心
的
野
墓
に
過
ぎ
な
い
と
な
し
、
憲
法
澗
定
も
し

く
に
夢
心
開
設
の
主
張
の
焚
生
々
明
治
政
府
自
評
の
爵
己
完
成
策
1
1
形
態

鍵
．
化
と
見
る
Q
上
杉
薄
士
に
よ
つ
て
縫
承
さ
れ
完
成
さ
れ
距
憲
法
論
心
帝

國
憲
法
本
來
の
正
し
き
解
羅
と
断
じ
、
現
に
正
統
派
と
目
さ
れ
る
美
濃
郡

博
士
の
憲
法
論
が
蓮
源
的
意
昧
に
於
て
不
當
な
る
こ
と
た
主
張
す
る
の
も

亦
如
上
の
吏
的
根
櫨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
態
度
氏
、
本
丈
中
に
あ
ま
大
史
料
を
挿
入
し
、
附
録
と
し
て
穂

木
校
盛
の
「
言
論
晦
由
論
」
と
ジ
ェ
イ
三
ス
三
ル
の
冒
由
論
」
、
同
氏

著
「
臼
下
之
大
問
題
條
約
改
正
如
侮
一
、
大
石
正
己
の
「
條
約
改
正
論
」
、

小
野
辞
の
生
涯
等
一
般
學
徒
が
蓉
易
に
手
に
し
難
き
資
料
存
牧
録
し
、
本

書
な
し
て
顕
彰
に
惑
ま
れ
ざ
る
學
徒
の
研
究
の
指
針
力
ら
し
め
う
の
み
な

ら
す
、
幽
皿
富
な
ろ
資
料
の
泉
と
し
て
こ
れ
怨
利
用
厳
し
め
う
に
成
功
し
て
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み
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し
か
し
か
く
の
如
き
に
、
云
に
穿
；
れ
二
鳥
の
嫌
な
き
能
ほ
ぬ
も
の
で
、

平
叙
蓮
や
㌧
も
す
れ
ば
緊
張
味
か
か
き
、
或
に
繁
雑
に
流
れ
、
或
は
叉
融

會
経
濟
吏
的
親
明
未
だ
し
の
憾
な
残
し
て
み
る
と
云
に
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
勿
論
、
本
書
が
種
々
の
條
件
に
制
約
ぜ
ら
れ
か
く
の
如
き
一
石
二
鳥

的
企
た
敢
て
し
六
事
溝
存
諒
と
し
、
蓮
べ
ら
れ
三
新
大
な
る
學
観
、
新
糞

な
る
意
氣
に
鍛
し
深
甚
の
敬
意
な
吝
ま
ざ
る
も
の
で
ば
あ
ろ
が
、
同
聴
に

藩
巻
の
今
後
の
研
鱗
に
大
い
に
期
待
す
ろ
の
念
願
叉
湧
然
れ
る
を
禁
ず
ろ

こ
と
が
奏
書
な
い
。
（
本
丈
三
五
四
頁
、
附
簸
一
五
八
頁
、
東
京
．
學
藝

証
、
定
懐
二
・
八
○
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乳
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あ
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千
九
百
二
十
九
年
六
驚
二
十
九
日
惜
し
く
も
逝
去

t
里
人
で
あ
ろ
。
氏
ほ
か
ね
て
よ
リ
ル
ネ
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ン
ス
精
榊
史
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闘
…
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ろ
著
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鳶
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着
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準
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た
調
へ
臓
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早
執
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ゐ
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あ
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惜
し
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完
齢
す
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に
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の
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あ
っ
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の
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も
氏
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あ
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中
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熱
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察
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戊
存
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逝
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ス
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聯
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特
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版
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。
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セ
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千
九
百
＋
四
年
忌
ツ
ヂ
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に
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す
る
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究
な
獲
恥
し
て

愚
母
に
そ
の
地
位
な
確
立
し
糞
が
、
氏
の
最
も
力
た
入
れ
表
の
ほ
イ
タ
リ

ヤ
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
研
究
で
あ
ろ
。
而
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て
氏
の
研
究
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